
「
坂
井
市
議
会
だ
よ
り
」の
題
字
は
、

春江西小学校　６年

　石井　萌夢さん

　　　　　　　　の作品です。

いし　い　　　　も　  ゆ

 

政務調査費の収支について報告します政務調査費の収支について報告します平成24年度政務調査費の収支について報告します

※交付額を超える支出については、各会派での負担となります。  

※交付額は、１人当たり月50,000円（会派へ支給）  
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秋
も
い
ち
だ
ん
と
深
ま
り
、
坂
井
平
野
も
紅
葉
に
映

え
る
季
節
と
な
り
、
自
然
の
美
し
さ
が
目
に
染
み
る
今

日
、
思
う
は
こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
や
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、そ
し
て
台
風
な
ど
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、地

域
防
災
活
動
と
な
る
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
度
よ
り
、「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
題
字
を
小
学
生

に
お
願
い
す
る
な
ど
、
よ
り
親
し
み
の
持
て
る
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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東野　栄治

川畑　孝治

公
民
館
改
築
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
行
っ
て
は

　
　
春
江
中
公
民
館
の
改
築
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、民
間
の
資
金
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

の
活
用
に
よ
り
、
公
共
施
設
な
ど
の
整
備

な
ど
に
係
る
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き

る
民
間
資
金
等
活
用
事
業
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
行
っ

て
は
ど
う
か
。

市
長
　
将
来
の
公
民
館
の
あ
り
方
と
し
て
、

市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
目
指
し
て
、

運
営
主
体
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
願

い
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
公
民
館
の
整
備
・
運
営
を
民
間
事
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
現
在
２
階
建
て
の
公
民
館
を
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
で
５
〜
７
階
建
て
に
し
て
、
３
階
以
上

に
駐
車
場
・
賃
貸
住
宅
の
複
合
施
設
を
建

設
し
て
は
。

市
長
　
地
域
住
民
の
考
え
、
地
権
者
へ
の

同
意
、
賃
貸
住
宅
の
経
営
な
ど
慎
重
に
考

え
た
い
。

　
　
総
務
部
局
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
担
当
室
や
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
担
当
者
を
設
け
て
は
。

総
務
部
長
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
取
り
組
み
・

研
究
は
行
政
経
営
課
で
担
当
し
て
い
る
。

花
い
っ
ぱ
い
の
街
を
目
指
し
て

　
　
６
月
の
ゆ
り
フ
ェ
ス
タ
に
は
約
６
万

人
も
の
人
が
訪
れ
、
花
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

ハ

ー

ト

ピ
ア
春
江
施

設
内
の
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
を
花
壇
と
し

て
、花
を
植
え
て
は
。

教
育
長
　
建
設
当
初
は
四
季
折
々
の

花
が
咲
い
て
い
た
が
、
土
壌
が
花
壇
に
適

し
て
い
な
い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
な

ど
を
踏
ま
え
、慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　
　
花
壇
作
り
に
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
、
市
民
参
加
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
に
し
て
は
。

教
育
長
　
今
後
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
良
い
施
設
に
な
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
。

総
合
計
画
の
後
期
五
ヶ
年
計
画
と

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
五
ヶ
年
計
画
の
人
口
目
標
の
設
定
は

人
口
推
計
の
数
値
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現

実
に
即
し
た
も
の
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
実
の
人
口
を
踏
ま
え
つ
つ
、
目

標
人
口
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
人
口
減
少
の
自
治
体
へ
の
影
響
と
坂

井
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
。

市
長
　
地
域
活
力
の
喪
失
や
住
民
負
担
の

増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
総
合
計
画
の
後
期
五
ヶ
年
計
画
を
も
と
に
、

人
口
減
少
に
対
す
る
有
効
な
施
策
の
展
開

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
次
の
四
つ
の
視
点
で
市
長
の
人
口
減

少
対
策
に
関
す
る
具
体
的
考
え
は
。

①
住
宅
関
連
②
教
育
関
連
③
子
育
て
関
連

④
雇
用
関
連

市
長
　
①
住
宅
関
連
で
は
、税
制
の
優
遇
措

置
、定
住
促
進
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
な
ど
を
進
め
る
。

②
教
育
関
連
で
は
、児
童
の
心
身
の
健
康
問

題
へ
の
適
切
な
対
応
、学
習
、生
活
支
援
な

ど
の
教
育
の
充
実
。

　
ま
た
、学
校
施
設
整
備
で
耐
震
補
強
や
老

朽
化
し
た
設
備
の
改
修
を
進
め
、教
育
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
子
育
て
関
連
で
は
、延
長
保
育
、乳
児
保

育
な
ど
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
、

幼
保
一
元
化
を
計
画
的
に
進
め
る
。

　
ま
た
、子
ど

も
医
療
費
助

成
の
拡
充
な
ど
、
子
育
て
に

対
す
る
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
る
。

④
雇
用
関
連
で
は
、労
働
者
の
就
業
機
会
の

確
保
な
ど
、雇
用
の
安
定
を
図
る
。

　
国
及
び
県
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、就

職
相
談
会
、就
職
セ
ミ
ナ
ー
、企
業
説
明
会

な
ど
の
開
催
、企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
商

品
開
発
と
販
路
開
拓
支
援
に
取
り
組
む
。

上出　純宏

辻　　人志
▲幼保園化が予定されている「みくに未来保育所」

▲坂井市総合計画後期基本計画より抜すい
　

▲携帯電話での「ＬＩＮＥ」サービス

▲ハートピア春江のフラワーパーク

幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

　
　
坂
井
市
が
来
年
度
か
ら
導
入
を
予
定

し
て
い
る
幼
保
一
元
化
の
概
要
は
。

市
長
　
保
育
所
の
入
所
年
齢
を
生
後
８
週

か
ら
、
幼
稚
園
の
入
園
年
齢
を
満
３
歳
か

ら
５
歳
ま
で
と
し
、
受
け
入
れ
時
間
な
ど

に
つ
い
て
も
統
一
す
る
。

　
そ
の
上
で
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
統
廃

合
を
行
い
、
適
正
規
模
の
幼
保
園
と
し
て

再
編
し
て
い
き
た
い
。

　
　
保
育
所
を
幼
保
園
と
し
て
活
用
す
る

た
め
の
改
修
整
備
は
。

市
長
　
来
年
度
に
幼
保
園
化
す
る
三
国
地

区
の
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
施
設

で
対
応
が
可
能
と
考
え
る
。

　
み
く
に
未
来
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
部
分
を
保
育
室
に
改

装
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
補
正
予
算
で

対
応
す
る
。

　
　
三
国
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転

先
は
。

市
長
　
現
在
移
転
先
を
検
討
中
。

　
早
急
に
決
定
し
、必
要
な
整
備
を
行
い
、

来
年
４
月
の
開
所
に
備
え
た
い
。

　
　
閉
園
す
る
幼
稚
園
の
活
用
策
は
。

市
長
　
今
後
も
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
室
と

し
て
利
用
し
て
い
き
た
い
。

市
立
三
国
病
院
の
院
内
保
育
に
つ

い
て

　
　
三
国
病

院
に
院
内
保
育

施
設
を
開
設
し
、

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医

療
従
事
者
の
定
着
と
復
職
支
援

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長
　
医
療
従
事
者
を
安
定
的
に
確
保
し

定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
院
内
保
育

施
設
整
備
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
三
国
病
院
の
職
員
構
成
や
財

務
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
三
国
病
院

単
独
で
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に

あ
る
。

情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
に
つ
い
て

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
、

最
近
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
構
築
す
る
サ
ー
ビ

ス
）
に
お
け
る
事
件
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
中
で
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
個
人
情
報
を
明

確
に
し
な
く
て
も
登
録
が
簡
単
に
で
き
る

仕
組
み
か
ら
、
子
供
た
ち
も
加
入
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
定
額
制
の
契
約
を
す
る
と
使
い

放
題
に
な
り
、
利
用
人
口
が
拡
大
す
る
と

同
時
に
、多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
は
子
供
た
ち
を
携
帯

依
存
症
に
お
ち
い
ら
せ
、
家
庭
や
学
校
で

の
教
育
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

　
生
徒
や
保
護
者
に
向
け
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
の
指
導
を
行
っ
た
経
緯
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
関
わ

る
い
じ
め
の
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は
総
合
学
習
の
時
間

や
道
徳
の
時
間
に
指
導
を
行
い
、
中
学
生

に
は
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
て
い
る「
親

子
で
読
む
携
帯
電
話
問
題
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」を
配
布
し
、保
護
者
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総

会
時
に
警
察
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
協
力
を
得
て
研

修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
員
は
9
月
13
日
に
県
主
催
に

よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
専
門
家
を
招
い
て
の
研
修

会
を
受
講
し
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
い
じ
め
の
報
告
は
4

月
に
中
学
2

年
生
に
よ
る

誹
謗
中
傷
の

事
案
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
解
決
し
て
い
る
。

　
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
進
歩
は

急
速
で
、
教
育
の
現
場
で
も
時
機
を
捉

え
て
迅
速
に
適
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
　
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
の
強

化
は
。

教
育
長
　
携
帯
電
話
が
生
活
必
需
品
と
な
っ

て
い
る
現
況
を
受
け
、
生
徒
や
保
護
者
に

向
け
て
、
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
教
育
環
境
を
守
る
対
策
を

図
り
た
い
。
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中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

と
医
療
費
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
中
の
親
に
と
っ
て
医
療
費
は

大
き
な
負
担
で
あ
る
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
医
療
費
の
心
配
な

く
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
と
医

療
費
窓
口
無
料
化（
現
物
支
給
）を
求
め
る
。

市
長
　
中
学
校
卒
業
ま
で
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
一
部
助
成
の
形
で
導

入
し
た
い
。

　
現
物
支
給
に
つ
い
て
は
、国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

が
あ
る
。

　
　
医
療
費
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て
は
県

に
対
し
て
も
強
く
要
請
を
。

市
長
　
県
内
の
市
長
会
に
お
い
て
も
、
坂

井
市
と
し
て
要
請
し
て
い
く
。

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
と
し
て

三
国
病
院
に
在
宅
医
療
支
援
病
棟

の
設
置
を

　
　
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す

る
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
は
、医
療
・
介
護

に
ま
た
が
る
様
々
な
支
援
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
在
宅
医
療
支
援
病
棟
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
入
院
で
き
る
安
心
感
が
あ
り
、
在
宅

医
療
を
継
続
で
き
る
。

　
三
国
病
院
に
在
宅
医
療
支
援
病
棟
の
設

置
を
。

市
長
　
三
国

病
院
に
お
い

て
は
、在
宅
医
療
支
援
病
棟

の
設
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。

   

現
在
、坂
井
地
区
医
師
会
と
在
宅

医
療
の
活
性
化
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、緊
急
入
院
や
検
査
・
処
置
が
必
要

に
な
っ
た
時
の
連
携
病
院
と
し
て
在
宅
療

養
患
者
の
入
院
時
受
け
入
れ
機
関
と
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
も
、
医
師
会
や
診
療
所
な
ど
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
在
宅
医
療
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

竹
田
小
中
学
校
の
廃
校
利
活
用
に

つ
い
て

　
　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
。

市
長
　
竹
田
文
化
共
栄
会
を
中
心
に
、
竹

田
の
里
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
を
設

立
し
た
。

　
地
区
住
民
・
学
識
経
験
者
・
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
・
ス
テ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
受
入
大
学
生
・

県
立
大
学
・
市
職
員
で
組
織
し
、施
設
の
管

理
運
営
方
法
な
ど
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年

度
中
に
作
成
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
地
域
の
学
校
教
育
施
設
と
し
て
体
験

宿
泊
型
施
設
に
で
き
な
い
か
。

市
長
　
竹
田
小
中
学
校
の
一
部
を
「
竹
田

の
食
堂
」と
し
て
、竹
田
の
食
材
を
活
か
し

た
料
理
の
提
供
や
体
験
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
遊
び
・
交
流
の
場
を
設
け
て
大

人
と
子
供
が
竹
田
ら
し
く
遊
べ
る
場
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　
　
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

市
長
　
施
設
利
用
計
画
や
運
営
方
法
に
つ

い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、今
回
、施
設
整

備
計
画
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
提
案
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
地
元
の
理
解
を
ど
う
得
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

市
長
　
先
進
地
視
察
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、ヒ
ヤ
リ
ン
グ
、住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
な
ど
を
通
し
て
、

地
区
住
民
の

夢
と
希
望
を

盛
り
込
ん

だ

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
た
い
。

坂
井
市
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
に
つ
い
て

　
　
来
年
度
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
。

市
長
　
中
小
企
業
の
現
状
を
把
握
し
現
行

諸
施
策
の
分
析
検
証
に
努
め
、
よ
り
効
果

的
で
具
体
的
な
施
策
や
支
援
を
し
た
い
。

　
　
中
小
企
業
者
等
省
エ
ネ
設
備
投
資
促

進
事
業
補
助
金
を
導
入
し
て
は
。

市
長
　
設
備
投
資
の
効
果
に
つ
い
て
、
企

業
体
質
の
強
化
・
環
境
負
担
軽
減
な
ど
か

ら
現
支
援
制
度
の
中
で
ど
の
様
に
見
直
し

て
い
く
か
検
討
し
た
い
。

橋本　充雄

永井　純一

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
の
観
点

か
ら
、子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
、

中
学
生
ま
で
拡
充
で
き
な
い
か
。

市
長
　
平
成
22
年
10
月
診
療
分
の
医
療
費

か
ら
、
小
学
生
ま
で
完
全
無
料
化
を
実
現

し
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
助
成
対
象
範
囲
を
中

学
校
卒
業
前
ま
で
拡
大
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

　
受
診
に
係
る
自
己
負
担
は
、
１
医
療
機

関
あ
た
り
、１
ヶ
月
５
０
０
円
と
し
、残
り

を
市
が
助
成
す
る
。

　
入
院
し
た
場
合
の
自
己
負
担
は
、
１
日

あ
た
り
５
０
０
円
と
し
、
１
ヶ
月
最
大
で

８
日
分（
４
千
円
）の
負
担
上
限
を
設
け
る
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い

て
　
　
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
持
ち
、

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
上
位
に
あ
る
の

が
肺
炎
で
、予
防
が
大
事
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
予
防
効
果
の
あ
る
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
が
で
き
な
い

か
。

市
長
　
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
対
策
と
し

て
、健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施
、介
護
予

防
事
業
な
ど
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　
全
国
的
に

肺
炎
は
、
高

齢
者
の
死
亡

原
因
の
上
位
を
占
め
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
、
が
ん
、
心
疾

患
に
次
い
で
３
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、高
齢
者
の
肺
炎
の
う
ち
、肺
炎
球

菌
に
よ
る
も
の
は
過
半
数
を
占
め
、特
に
重

症
者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
８
割

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て
は
、今
後
、

国
の
予
防
接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種
化
の

動
向
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

▲竹田小学校を活用した合宿通学

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

制
度
に
つ
い
て

　
　
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制

度
と
は
、
小
規
模
事
業
者
を
積
極
的
に
活

用
し
、受
注
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長
　
平
成
24
年
度
に
随
意
契
約
で
行
っ

た
工
事
な
ど
１，
３
４
３
件
の
う
ち
、
市
内

業
者
の
受
注
件
数
は
１，
２
２
０
件
で
あ
る
。

　
そ
の
内
、
こ
の
制
度
の
登
録
業
者
の
受

注
件
数
は
１
５
８
件
で
あ
っ
た
。

　
本
年
８
月
末
時
点
で
、
69
社
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　
　
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
効
果
や
影
響
が
あ

る
の
か
。

市
長
　
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
で
は
、

市
の
責
務
と
し
て
中
小
企
業
の
受
注
機
会

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
小
規
模
企

業
者
の
経
営
状
況
に
応
じ
た
配
慮
を
す
る

も
の
と
規
定
し
て
い
る
。

　
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
制
度
で
は
、

入
札
参
加
者
と
し
て
登
録
の
な
い
方
で
も

契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
軽
易
な
契
約
を
希
望
す
る
方
を
登
録
し
、

積
極
的
に
見
積
依
頼
業
者
の
選
定
対
象
と
す

る
も
の
で
、中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

後
は
、さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　
こ
の
制

度
を
推
進
す

る
上
で
の
改
善
点
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
市
内
経
済
の
活
性
化
及
び
市

内
業
者
の
受
注
拡
大
が
図
れ
る
よ
う
、
広

報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
今
ま
で
以

上
に
広
く
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

　
市
商
工
会
や
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有

化
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
制
度
が
市

内
業
者
に
浸
透
す
る
よ
う
な
情
報
発
信
を

継
続
し
て
い
く
。

　
　
小
規
模
工
事
な
ど
で
は
、
各
担
当
者

が
こ
の
制
度
を
理
解
し
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長
　
各
所
管
課
に
は
会
議
や
通
達

な
ど
で
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

伊藤　聖一

畑野麻美子
▲丸岡中学校体育祭 ▲健康診断風景

▲小規模工事
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地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

　
　
今
議
会
で
、中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

が
制
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
が
、消
費
税

が
８
％
に
な
れ
ば
、
地
域
経
済
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
る
。

　
地
域
経
済
を
支
援
す
る
、
地
域
内
再
投

資
力
の
質
的･

量
的
形
成
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、公
契
約
条
例
の
制
定
を
。

市
長
　
入
札
価
格
が
高
止
ま
り
、
手
続
き

に
時
間
が
か
か
る
。
さ
ら
に
調
査･

研
究
が

必
要
で
あ
る
。

　
　
基
本
条
例
を
具
体
化
す
る
た
め
に「
産

業
振
興
戦
略
会
議
」の
設
置
を
。

市
長
　
商
工
会
と
の
連
携
を
軸
と
し
な
が

ら
、検
討
す
る
。

　
　
中
小
業
者
の
仕
事
づ
く
り
の
た
め
に

も
、県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
で
は
、活

用
は
広
が
ら
な
い
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
。

市
長
　
現
行
支
援
事
業
の
周
知
を
図
り
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
助
成
制
度
の
活
用
を
図

り
た
い
。

　
　
民
営
化
さ
れ
た
保
育
所
の
備
品
な
ど

を
市
内
業
者
か
ら
購
入
す
る
よ
う
要
請
を
。

市
長
　
市
内
業
者
が
取
り
扱
っ
て
い
る
備

品
な
ど
は
市
内
で
調
達
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
地
域
経
済
を
守
る
こ
と

と
矛
盾
す
る
。明
確
に
反
対
を
。

市
長
　
全
国
市
長
会
で
要
望
し
て
い
る
。

　
　

公
民
館
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
と

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
自
主
性

　
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
自
主
性
を
尊

重
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
検
討
委
員

会
は
原
則
全
面
公
開
で
、
傍
聴
を
認
め
る

べ
き
で
は
。

副
市
長
　
傍
聴
は
、委
員
の
中
か
ら
、率
直

な
意
見
が
出
し
に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。会
議
録
は
、公
開
し
て
い
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
や
敬
老

会
の
地
域
実
施
は
、
行
政
経
営
の
効
率
化

に
あ
る
の
か
。

副
市
長
　
効
率
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
は

な
く
、地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
方
法
で
実

施
し
て
い
く
。

田中　哲治

佐藤　寛治

▲東十郷小学校改修工事

▲たくさんの学生も利用する
　コミュニティバス

▲リフォーム中の住宅
松本　　朗

財
政
改
革
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
財
政
改
革
の
基
盤
を
図
る
た
め
の
歳

入
確
保
に
向
け
た
工
夫
は
。

市
長
　
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
に
つ
い

て
は
、税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、適
正
な

課
税
客
体
の
把
握
に
よ
る
徴
収
率
の
向
上

を
図
り
、滞
納
整
理
に
努
め
て
い
く
。

　
公
有
財
産
の
未
利
用
地
や
不
要
備
品
な

ど
の
売
却
や
貸
付
、広
報
紙
な
ど
へ
の
広
告
、

寄
附
市
民
参
加
制
度
に
よ
る
収
入
の
確
保

な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
す
に
は
。

市
長
　
今
後
の
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指

す
に
は
、現
在
ま
た
将
来
に
お
け
る
財
政
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、今
後
５
年
間
の

財
政
指
針
と
し
て
、坂
井
市
中
期
財
政
計
画

を
６
月
に
策
定
し
た
。

　
し
か
し
、合
併
支
援
措
置
が
終
了
す
る
と
、

交
付
税
が
減
額
さ
れ
、大
型
事
業
に
よ
る
起

債
残
高
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
見
込
み
で
、

財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
予
測

さ
れ
る
。

　
健
全
な
財
政
運
営
を
続
け
る
た
め
、歳
入

面
で
は
産
業
の
活
性
化
や
定
住
人
口
の
増

加
な
ど
、歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
施
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、歳
出
面
で
は
公
共
施
設
や
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
の
行
政
改
革
を
よ
り
一

層
進
め
、中
期
財
政
計
画
に
即
し
た
事
業
の

選
択
と
集
中
に
よ
る
重
点
化
を
図
っ
て
い
く
。

市
内
小
学
校
の

環
境
整
備

に
つ
い
て

　
　
市
内
19

小
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
暑
さ
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
、ま
ず
は
中

学
校
か
ら
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進
め
る
。

　
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
な
ど
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、財
源
確
保

を
図
り
な
が
ら
、中
学
校
の
整
備
完
了
後
に

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、幼
稚
園
に
つ
い
て
も
、小
学
校
と

あ
わ
せ
て
エ
ア
コ
ン
整
備
を
進
め
て
い
く
。

※
議
会
最
終
日
の
全
員
協
議
会
で
小
学
校

の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、早
急
に
整
備
す

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　広域避難所となる市内小学校に設置している防災

備蓄倉庫の設置事業及び避難所用備蓄物資の整備。

自主防災組織が実施する防災資機材整備に関する補助。

　平成24年度障害者自立支援給付などに係る国・県

負担金などの精算による超過受入額返還金。

　公立保育所の増改築などの整備。（安田幼保園、春

江中保育所）

　排水路改修及び土地改良区施工の工事費補助。

　吊り天井や照明器具などの落下防止対策に係る設

計及び工事費。災害時の飲料水を確保するため受水

槽に緊急遮断弁及び給水装置の設置。

　吊り天井や照明器具などの落下防止対策に係る設

計委託料。災害時の飲料水を確保するため受水槽に

緊急遮断弁及び給水装置の設置。中学校普通教室に

空調設備を設置。

　丸岡スポーツランドクラブハウス新築工事費。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
は
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
か
。

市
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぐ
る
っ
と

坂
井
」は
、日
常
生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
、

平
成
24
年
度
実
績
で
約
７
９,
６
０
０
人
の

利
用
が
あ
り
、年
々
利
用
者
が
増
加
し
、市

民
に
定
着
し
て
い
る
。

　
　
平
成
26
年
８
月
の
契
約
満
了
後
に
一

部
ル
ー
ト
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
よ
る

実
証
計
画
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
一
部
ル
ー
ト
で
の
デ
マ
ン
ド
型
交

通
の
移
行
は
、
利
用
者
の
混
乱
を
招
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
市
全
体
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
還
者
の
更

な
る
優
遇
措
置
や
配
偶
者
へ
の
優
遇
措
置

を
拡
大
す
る
考
え
は
。

市
長
　
運
転
免
許
証
の
返
納
者
に
対
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
の
発

行
は
、
従
来
の
３
年
間
を
本
年
４
月
か
ら

10
年
間
に
延
長
し
た
。

　
配
偶
者
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
あ
り
検
討
し
た
い
。

　
　
平
成
26
年
４
月
か
ら
開
校
す
る
坂
井

高
校
生
の
通
学
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
初
年
度
入
学
生
徒
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
利
用
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
２

年
目
以
降
は
生
徒
数
も
増
え
る
た
め
県
に

対
し
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
要

望
し
た
。

災
害
時
の
安
全
・
安
心
名

簿
の
条
例
化
に
つ
い
て

　
　
坂
井
市
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制

度
で
は
、
名
簿
登
録
に
同
意
し
た
人
の
み

の
名
簿
で
あ
り
、
こ
れ
で
市
の
責
任
が
果

た
せ
る
の
か
。

市
長
　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律
な
ど
に

よ
り
住
民
名
簿
の
提
供
は
難
し
い
。

　
名
簿
整
備
に
つ
い
て
は
、行
政
区
・
自
主

防
災
組
織
な
ど
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
名
簿
の
作
成
・
管
理
を
し

て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
有
効
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
本
年
６
月
に
災
害
対
策
基
本
法

が
改
正
さ
れ
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
な
ど
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
今
後

示
さ
れ

る
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に
基

づ
き
適

切
に
対

応
し
た
い
。
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付託された議案
①平成25年度坂井市一般会計補正予算（第２号）に

ついて

②平成25年度坂井市病院事業会計補正予算（第１号）

について

福祉保健部
質疑意見

　　風しん予防接種対象者が平成２年４月１日以

前生まれの者と指定されている理由は。

　　予防接種法で段階的に対象者が変わってきて

いる中で、今回の対象者は23歳以上の方で、予防接

種を1回または1回もしていない人を対象としている。

　　成人の風しんの予防接種助成額は来年度から全

額補助になるのか。

　　全額補助にはならないが、流行性耳下腺炎（お

たふく風邪）、水痘（水疱瘡）など定期接種を検討中

のものもある。

　　子ども・子育て支援事業計画策定について、①ニー

ズ調査の委託先は。②調査内容は。③委託内容は。

　　①過去の実績を踏まえ、公開プロポーザルで実

施したい。

　②国の基準により、日本中ほぼ同じ内容となって

おり、分析結果により各市町村の計画策定の内容が

違ってくる。

　③本年度はニーズ調査が中心で、来年度はニーズ

調査に基づき、保護者の意見も聞きながら策定案を

作成し、併せて条例化も検討する。

　　安田幼保園増改築工事について工期と工事期間

中の子どもの受け入れ体制は。

　　工期は平成26年３月までの予定。工事期間中

は近くの保育園・公民館などを利用しながら受け入

れたい。

　　春江中保育所改修工事について、市内の他の保

育園において屋上の防水工事などが必要とするとこ

ろはないのか。

　　緊急を要するところは随時、工事を実施しており、

それ以外は年次計画に組み込みながら実施したい。

生活環境部
質疑意見

　　ペットの犬の糞などの後始末に対する苦情対策

について。

　　予防注射の時、チラシを配布・呼びかけをして

いる。今後も回覧などを回したり、個別に対応して

いきたい。

◆坂井市の幼保一元化について

１．幼保一元化とは・・・

　①満３歳児以上児については、標準的な教育時

　間の幼児教育を提供します。

　　また、保育を必要とする子どもには、幼児教

　育に加え、保育を提供します。

　②保育を必要とする満３歳未満児については、

　保育を提供します。

▲ゆるキャラの「桜ちゃん」▲坂井市の介護マーク

付託された議案
①平成25年度坂井市一般会計補正予算（第2号）に

ついて

②坂井市職員の再任用に関する条例の制定について

③坂井市税条例の一部を改正する条例について

④坂井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

について

陳情　地方財政の充実・強化を求める意見書採択に

ついて

総務部
質疑意見

　　丸岡寄附市民参画基金事業について、ゆるキャ

ラの「桜ちゃん」ができた経緯は。

　　６年前に竹田の里づくり協議会において、しだ

れ桜が脚光を浴びる中で、ＰＲの一環として提案さ

れ、活用してきたものであり、観光戦略として、市の

観光連盟と連携した事業展開を図りたい。

　　丸岡城の観光客が増加しており、丸岡観光ボラ

ンティアガイド詰所の体制は。

　　ボランティアガイド協会が昨年３月に発足。

　現在、会員は24名おり、毎月、輪番制で２名ほど

が常駐し活動している。

　　市職員の再任用に関する条例について、多数の

希望者があった場合に対応できるのか。

　　再任用に充てる職種、職員数は、公務能率を図

ることが前提であるため、勤務成績が良好な場合で

も必ず希望どおりに再任用されるとは限らないが、

職員の経験や知識が発揮でき、より住民サービス向

上につながるよう、運用面において今後検討を重ね

ていく。

財務部
質疑意見

　　今回、金融所得課税の一体化を進める観点から、

公社債及び株式などに係る所得に対する課税につ

いて見直されたことについては、損益通算の範囲が

拡大され、税収減になるのではないか。

　　国では増税になるという試算が出ているが、特に

老後の資金運用をされている方は、源泉徴収と申告分

離課税が選択できる。

　公社債については、従来の源泉徴収をされると考え

ている。投資家の方は、損益通算して申告分離課税の

選択が予測され、一部で株式の譲渡損がある方は軽減

になると考えられる。

教育委員会
質疑意見

　　小中学校施設の吊り天井など落下防止対策の

ため、天井を撤去するとのことだが、天井の梁にボー

ルが引っ掛かるなどの支障はないのか。

　また、春江東小学校、丸岡南中学校は新しく建て

られたものだが、どうなるのか。

　　天井高は現段階で規定の高さがあり児童生徒

の使用では問題ないと考えるが、学校開放時の大人

による使用で頻発するようであればその時で考慮

検討したい。

　また、吊り天井の撤去については、今回の基準に

基づく、安全性向上のための選択肢の一つとして考

えているため、春江東小学校、丸岡南中学校につい

ては、構造上の問題やデザイン、費用などを考慮し

検討していきたい。

　また、今回の対策においては、重量に対してのこ

とであるため、軽量化の観点でも検討していきたい。

　　中学校空調設備設置工事について、年間のラン

ニングコストのアップ率は。

　　他市の状況を踏まえ３割アップで見込んでいる。

　　環境都市宣言をしている観点から、学校関係の

エコというものをどのように考えているのか。

　　基本的に建物の状況、向きや大きさ、熱が逃げ

やすい窓、１階フロアーや上部階の部分を考慮して、

断熱効果が得られるように取り組みたい。

　　文化振興事業における（仮称）一筆啓上手紙資

料館の設計委託料で、特に展示設計については、高

い専門性と知識が必要であり、建物についても景観、

外観などを十分考慮して業者を選定すべきでは。

　　資料館の機能や動線、外観などについても詳し

い設計業者に委託したい。

陳情第３号　「地方財政の充実・強化を求める

意見書採択について」は、意見書の内容から本委

員会では採決の結果、採択とすることに決しました。

みずぼうそう

現行制度

新制度（幼保一元化）

【三国、坂井地区幼稚園】
　満４歳以上　幼児教育
　満４歳未満　　 － 　

【春江地区幼稚園】
　満５歳以上　幼児教育
　満５歳未満　　 － 　
　※春江東は満３歳以上・未満

【平章、長畝、高椋、磯部西幼保園】
　　　　　　　 　　　短時部　　　　長時部
　　　　　　　　　 (保育に欠けない)　　 (保育に欠ける)
　満３歳以上　　　　幼児教育　　　幼児教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育

【鳴鹿幼保園】
　　　　　　　 　　　短時部　　　　長時部
　　　　　　　　　 (保育に欠けない)　　 (保育に欠ける)
　満３歳以上　　　　幼児教育　　　幼児教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育
　満３歳未満　　 　　　－ 　　　　保　　育

【上記以外の幼保園、保育所】
　　　　　　　　　 (保育に欠けない)　　 (保育に欠ける)
　満３歳以上　　 　　　－ 　　　　 保　　育
　満３歳未満　　 　　　－ 　　　　 保　　育

【幼稚園型幼保園】
　　　　　　　　　　幼稚園部　　　保育園部
　　　　　　　　　  (保育を必要としない)　            (保育を必要とする)
　満３歳以上　　　　幼児教育　　　幼児教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育

【保育所型幼保園】
　　　　　　　　　　幼稚園部　　　保育園部
　　　　　　　　　  (保育を必要としない)　            (保育を必要とする)
　満３歳以上　　　　幼児教育　　　幼児教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育
　満３歳未満　　 　　　－ 　　　　 保　　育

【保育所】
　　　　　　　　　  (保育を必要としない)　            (保育を必要とする)
　満３歳以上　　 　　　－ 　　　　幼児教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　保　　育
　満３歳未満　　 　　　－ 　　　　保　　育

お問合せ先…子育て支援課



10坂井 市議会だより坂井 市議会だより11

議会報告会の日程
今回は、９月議会の内容について下記の会場にて開催しますので、

みなさまのご参加をお待ちしています。

 開催日時 会　　　　　場  

11月27日（水） 三国東部公民館 2階　大和室 三国町西今市16-35 TEL 81-2761

午後７時30分～ 坂井木部公民館 1階　大会議室 坂井町高柳117-9  TEL 72-0007

11月28日（木） 高椋公民館 3階　大会議室 丸岡町西里丸岡12-21-1  TEL 68-0843

午後７時30分～ 春江西公民館 2階　集会室 春江町本堂22-15  TEL 51-5219

（市民の方は、どの会場でも参加自由です）

付託された議案
①平成25年度坂井市一般会計補正予算（第２号）

②平成25年度坂井市水道事業会計補正予算（第１号）

③坂井市中小企業振興基本条例の制定について

④陳情第１号　「ＴＰＰから食とくらし・いのちを

守る要請及び食料・農業・農村の発展に向けた要

請について」

⑤陳情第２号　「坂井市農業対策に関する各種要請

について」

産業経済部
質疑意見

　　東京ビッグサイトで開催された「ギフトショー」

の成果は。

　　９月４～６日の３日間で、展示スペースの来場

者は１時間あたり約20人ぐらいである。具体的に

話をしていたのは３日間で50人ぐらいである。

　　三国花火大会時に設置する仮設トイレの数を

増やしては。

　　本年度は日曜日で例年より１割～２割増しの

観客数であったため、トイレ数が足りない状況になっ

た。来年以降、増やす方向で努力したい。

　　９月の豪雨と台風18号による農業被害はどの

くらいか。

　　水稲は一部倒伏および冠水、ソバは53ヘクター

ル以上が皆無になっている。果樹は12ヘクタール

の梨（豊水）が落ちる被害で、被害総額1,620万円程

度と見込んでいる。

建設部
質疑意見

　　丸岡インターから三国のテクノポートの道路

について、県の描いた絵に対して、市はどのような

対応をしているのか。

　　地元の意向を少しでも汲めるよう県へ答申し

ていきたい。

　　大雨で氾濫する川について、改修すべきでは。

　　具体的に河川の名称をあげて、県へ再三要望し

ているが、県からの返答は特にない状況である。

上下水道部
質疑意見

　　２トンの給水車ではなく、災害時には４トンの

給水車が必要では。

　　２トン車なら普通免許取得者で運転ができる

こと、２トン車には４輪駆動があるという理由から

２トン車を選択した。

　　災害がなかった時の給水車の使用目的は。

　　配水管や給水管が破損してしまった場合の断

水時に配水する計画である。

陳情第１号　「ＴＰＰから食とくらし・いのち

を守る要請及び食料・農業・農村の発展に向け

た要請について」

主な意見

・６月議会で、まずは交渉のテーブルに乗らなけ

ればわからないという意見があったが、現実には

交渉は非公開で行われている。この状況では、何

もわからないままＴＰＰ参加という方向にいって

しまう。

　提出者の陳情の要求をしっかり受け止めていく

ことが大事。

　以上を受け、本委員会では採決の結果、継続審査

とすることに決しました。

陳情第２号　「坂井市農業対策に関する各種要

請について」

主な意見

・陳情が４項目一緒なので、採決がしにくい。

　項目ごとに分けてほしい。 

　以上を受け、本委員会では採決の結果、継続審査

とすることに決しました。

▲公園整備予定地（丸岡町旧友影病院跡地）

▲東京で開催された国際ギフトショー

議案第42号

議案第43号

議案第44号

議案第45号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

陳情第3号

発議第5号

諮問第4号

平成25年度坂井市一般会計補正予算（第２号）

平成25年度坂井市水道事業会計補正予算（第１号）

平成25年度坂井市病院事業会計補正予算（第１号）

坂井市職員の再任用に関する条例の制定について

坂井市中小企業振興基本条例の制定について

坂井市税条例の一部を改正する条例について

坂井市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について

丸岡スポーツランド改修工事（その１）請負
契約の締結について

地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

地方財政の充実・強化を求める意見書提出について

人権擁護委員候補者の推薦について

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

採択

可決

原案
答申

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

件　　　　名議案番号

議　席 26 

釣
部
　
勝
義

25 

山
本
　
洋
次

23 

岡
田
　
十
八

22 

木
村
　
　
　

20 

田
中
千
賀
子

19 

広
瀬
　
潤
一

18 

山
田
　
　
栄

17 

高
間
　
正
信

16 

畑
野
麻
美
子

15 

前
川
　
重
雄

14 

永
井
　
純
一

13 

橋
本
　
充
雄

12 

前
田
　
嘉
彦

11 

川
畑
　
孝
治

10 

辻
　
　
人
志

９ 

伊
藤
　
聖
一

８ 

東
野
　
栄
治

７ 

松
本
　
　
朗

５ 

佐
藤
　
寛
治

４ 

田
中
　
哲
治

３ 

上
出
　
純
宏

２ 

古
屋
　
信
二

１ 

南
北
ち
と
せ

　

 
 

議
決
結
果

○…賛成　×…反対　－…原則採決に参加できない

■12月定例会会期日程（予定） 

11月29日（金） 本会議（行政報告・議案説明など）

12月9（月）、10日（火） 

 本会議（一般質問）

12月12日（木）、13日（金）、16日（月） 

 各常任委員会

12月19日（木） 本会議（委員長報告・採決など）

※予定ですので、今後変更になる場合があります。　
　あらかじめご了承願います。  

　　　　　　　　お問い合わせ先
　　　　　　　　TEL 50－3001  議会事務局

議会を傍聴してみませんか

委員会では、「平成２４年度坂井市一般会計歳入歳出決算」

他６会計の決算審査を行います。 

　委員長　　永井　純一　　副委員長　　古屋　信二

　委　員　　南北ちとせ　　　　　　　　上出　純宏

　　　　　　田中　哲治　　　　　　　　松本　　朗

　　　　　　東野　栄治　　　　　　　　川畑　孝治

　　　　　　高間　正信　　　　　　　　田中千賀子

　 

決算特別委員会設置
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▲三国地区

▲春江地区

■
議
会
報
告
会
で
お
気
づ
き
に

な
っ
た
点
、
発
言
で
き
な
か
っ

た
点
、
ま
た
坂
井
市
議
会
全
般

に
つ
い
て

●
報
告
会
を
開
く
こ
と
は
、
大

変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
ほ
し
い
。

●
議
員
の
活
動
に
個
人
差
が
あ

る
。

●
地
元
市
民
に
報
告
会
の
伝
達

方
法
（
知
ら
な
い
市
民
が
多

い
）
の
検
討
を
。

●
初
め
て
議
会
報
告
会
に
出
席

し
た
が
、
日
頃
の
勉
強
不
足

に
よ
り
質
問
が
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

●
市
民
の
問
に
対
し
て
、
あ
る

議
員
さ
ん
の
不
適
切
な
発
言

と
い
う
よ
り
（
正
式
な
発
言

で
な
く
）
ひ
と
り
言
で
の
言

葉
が
聞
こ
え
た
。

●
参
加
者
の
中
に
も
正
座
し
に

く
い
方
も
い
る
の
で
、
椅
子

な
ど
の
心
配
り
が
ほ
し
い
。

●
前
回
質
問
を
出
し
た
が
、
返

答
を
も
う
少
し
早
く
し
て
ほ

し
い
。

■
議
会
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
と

い
っ
た
坂
井
市
議
会
の
広
報
に

つ
い
て

●
議
員
は
、
地
域
に
根
ざ
す
も

の
で
、
自
ら
が
広
報
活
動
す

べ
き
で
は
。

●
こ
れ
か
ら
も
よ
り
分
か
り
や

す
い
内
容
で
継
続
し
て
ほ
し

い
。

●
議
会
だ
よ
り
29
号
の
一
般
質

問
事
項
は
、
平
素
の
議
員
職

務
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き

で
、
一
般
質
問
で
聞
く
内
容

で
な
い
と
思
う
。
そ
の
上
で

の
質
問
で
な
い
と
興
味
が
出

て
こ
な
い
。
た
だ
質
問
す
る

だ
け
の
よ
う
な
気
が
し
て
さ

み
し
い
思
い
が
す
る
。

【
議
長
よ
り
】

　
　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
ふ

ま
え
、
今
後
も
努
力
い
た
し

ま
す
。

　
第
６
回
議
会
報
告
会
を
８
月
21
日
に
春
江
中
公
民
館
、兵
庫
公
民

館
、８
月
22
日
に
三
国
木
部
公
民
館
、高
椋
東
部
公
民
館
に
て
開
催
。

　
　
海
抜
表
示
板
に
つ
い
て
、市
の
対
応
が
遅
い
の
で
、

区
で
独
自
に
海
抜
表
示
を
作
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　
10
月
に
発
注
の
案
が
で
き
た
ば
か
り
な
の
で
、
今

し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　
　
職
員
が
創
意
工
夫
を
す
る
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
吸
い

上
げ
る
シ
ス
テ
ム
は
市
役
所
に
あ
る
の
か
。

　
　
若
手
、
中
堅
職
員
に
よ
る
自
主
研
究
を
行
っ
て
成

果
の
発
表
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
次
の
選
挙
に
向
け
て
議
員
定
数
の
協
議
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。ま
た
議
員
報
酬
な
ど
も
検
討
す
べ
き
。個
人

的
に
は
、
定
数
を
減
ら
し
て
報
酬
を
上
げ
る
と
い
い
と

考
え
る
。

　
　
会
派
代
表
者
会
を
開
き
、
議
員
定
数
問
題
は
検
討

を
進
め
、坂
井
市
議
会
の
課
題
と
し
て
取
組
む
。

　
　
末
政
随
応
寺
線
に
つ
い
て
、
国
道
以
西
は
工
事
を

し
て
い
る
が
、東
側
は
全
然
工
事
を
し
て
い
な
い
。

　
　
ま
ず
西
側
の
工
事
を
終
え
て
か
ら
東
側
に
取
り
か

か
る
。計
画
に
は
入
っ
て
い
る
。

　
　
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
、

市
と
市
民
と
の
考
え
方
が
乖
離
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
と
い
う
理
念
の
も

と
で
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
活
動
の
盛
り
上
が
り
を
図
っ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
ま
ち
協
の
活
動

拠
点
と
す
る
た
め
、
公
民
館
と
い
う
枠
や
法
律
の
縛
り

を
外
し
、
地
域
の
方
に
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
の
委
員
に

つ
い
て
、
区
長
は
入
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
検
討
委
員

会
で
の
議
論
に
住
民
の
意
見
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
　
区
長
は
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
な

い
。検
討
委
員
会
で
の
意
見
集
約
後
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
場
で
住
民
の
み
な
さ
ん
に
お
示
し
し
た
い
。

　
　
国
道
８
号
線
に
地
下
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

横
断
歩
道
を
設
け
る
な
ど
、
高
額
の
工
事
費
を
投
入
し

な
が
ら
、市
民
が
利
用
し
な
い
現
状
は
如
何
な
も
の
か
。

　
　
子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
の
出
現
が
、危
険
回
避
と

い
う
理
由
か
ら
市
民
の
利
用
を
遠
慮
さ
せ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

第
６
第
６
回回

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

議
会
の
広
報
に
つ
い
て

議
会
の
広
報
に
つ
い
て

【
１
】本
日
の
議
会
報
告
会
は
ど
う
で
し
た
か
。（
１
つ
選
択
）

【
１
】市
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、普
段
ど
の
よ
う
な
方
法
で

知
り
ま
す
か
。（
複
数
選
択
可
）

評価する

どちらとも言えない

評価しない

無記入

4％
5％

【
２
】説
明
の
内
容
は
、ど
う
で
し
た
か
。（
１
つ
選
択
）

分かりやすかった

どちらとも言えない

分かりにくかった

無記入

ほとんど見ている　　　　4人

気が向いたときに見ている　 18人

ほとんど見ない　　　　　18人

無記入　　　　　　　　　5人

議会の傍聴　　　　           0人

さかいケーブルテレビの議会放送　     5人

坂井市議会だより　　　　　35人

坂井市ホームページ　　　　4人

新聞やテレビ、ラジオのニュース　11人

議員や政党が発行する印刷物　10人

議員個人のブログ、ホームページ       1人

その他         　　　　　　　　　　   7人

ほとんど読んでいる　　　 29人

気が向いたときに読んでいる　   9人

ほとんど読まない　　　　　2人

無記入　　　　　　　   　 5人

5％
2％

【
３
】説
明
時
間
は
、ど
う
で
し
た
か
。（
１
つ
選
択
）

【
２
】ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
、本
会
議
の
模
様
を
録
画

放
送
し
て
い
ま
す
が
、ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

（
１
つ
選
択
）

【
３
】議
会
だ
よ
り
を
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、読
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。（
１
つ
選
択
）

長かった

ちょうど良かった

短かった

無記入

5％
11％

5％
9％

5％

1％

10％ 7％0％11％ 11％

（議会報告会、議員より直接に）

か
い
り

■平成25年7月：第45回定例会

　●平成25年度 一般会計補正予算　他7件が可決

主な議案

　平成25年度一般会計補正予算

　平成25年度特別会計補正予算

■平成25年7月：第3回臨時会

　●高規格救急車の取得について

■平成25年8月：第4回臨時会

　●平成24年度一般会計決算認定

　●嶺北消防署移転改修建築工事請負契約の締

　　結について

■平成25年7月：第157回定例会

　●平成25年度 一般会計補正予算　他3件が可決

主な議案

　平成25年度一般会計補正予算

■平成25年7月：第2回定例会

　●専決処分の承認（平成24年度一般会計補正予

　　算）

　●専決処分の承認（特別職の職員の給与及び旅

　　費等に関する条例の特例に関する条例の一

　　部改正ついて）

38％ 53％42％ 51％

11％

76％

64％
20％

40％
40％ 48％15％

14％



「
坂
井
市
議
会
だ
よ
り
」の
題
字
は
、

春江西小学校　６年

　石井　萌夢さん

　　　　　　　　の作品です。

いし　い　　　　も　  ゆ

 

政務調査費の収支について報告します政務調査費の収支について報告します平成24年度政務調査費の収支について報告します

※交付額を超える支出については、各会派での負担となります。  

※交付額は、１人当たり月50,000円（会派へ支給）  

※会派の名称、人数は年度末現在

☆政務調査費の主な使途事項     

○研究研修費…研究会、研修会の開催に要した経費、または他の団体が開催する研修会の出席に要した経費     

○調査旅費…調査研究のために必要な先進地調査、または現地調査に要した経費     

○資料作成費…調査研究のために必要な資料の作成に要した経費

○資料購入費…調査研究のために必要な図書、資料等の購入に必要な経費（書籍購入等）

○広報費…調査研究活動、議会活動、及び市の政策について市民に報告し、PRするために要した経費（会報発行等）

新政会

9名

5,400,000 

155 

5,400,155 

823,065 

2,270,327 

410,222 

215,024 

1,558,337 

0 

0 

0 

0 

5,276,975 

123,180 

123,025 

155 

政務調査費

その他の収入

合計

研究研修費

調査旅費

資料作成費

資料購入費

広報費

広聴費

人件費

事務所費

その他の経費

合計

政務調査費

預金利子

政和会

8名→7名（6月から）

4,300,000 

164 

4,300,164 

143,260 

1,700,675 

583,963 

30,330 

1,193,455 

0 

0 

0 

0 

3,651,683 

648,481 

648,317 

164 

市民クラブ

2名

1,200,000 

40 

1,200,040 

74,920 

795,326 

90,569 

15,925 

4,000 

0 

0 

0 

0 

980,740 

219,300 

219,260 

40 

日本共産党議員団

2名

1,200,000 

57 

1,200,057 

223,230 

1,300 

56,643 

29,090 

241,736 

0 

0 

0 

0 

551,999 

648,058 

648,001 

57 

収入

会派名
科　目

支出

一政会

1名（6月から）

500,000 

31 

500,031 

5,050 

65,230 

0 

0 

2,000 

0 

0 

0 

0 

72,280 

427,751 

427,720 

31 

残　　　　　　額　

返還額

無所属の会

1名（12月から）

200,000 

0 

200,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

200,000 

200,000 

0 

政務調査費

その他の収入

合計

研究研修費

調査旅費

資料作成費

資料購入費

広報費

広聴費

人件費

事務所費

その他の経費

合計

政務調査費

預金利子

公明党

1名（12月から）

200,000 

1 

200,001 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

200,001 

200,000 

1 

（旧）無所属の会

1名（4～5月）→解散

100,000 

0 

100,000 

0 

79,393 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

79,393 

20,607 

20,607 

0 

公明党・たちあがれ日本・無所属の会

2名（4～5月）→3名（6～11月）→解散

1,100,000 

3 

1,100,003 

45,160 

307,782 

6,885 

0 

6,000 

0 

0 

0 

0 

365,827 

734,176 

734,173 

3 

収入

会派名
科　目

支出

残　　　　　　額　

返還額

坂　井　市

第30号
2013.11

坂
井
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議
会
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よ
り
　
第
3
0
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2
0
1
3
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1

〒
9
1
9
-0
5
9
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福
井
県
坂
井
市
坂
井
町
下
新
庄
第
1
号
1
番
地

　
　
　
　
　
　
 T
E
L
 0
7
7
6
－
5
0
－
3
0
0
1（
直
通
）　
F
A
X
 0
7
7
6
－
6
6
－
2
9
2
8

U
R
L
 http

:/
/
w
w
c
ity
.fu
k
u
i-sa
k
a
i.lg
.jp
/
　
E
-m
a
il　
g
ik
a
i@
c
ity
.fu
k
u
i-sa
k
a
i.lg
.jp

発
行

坂
井
市
議
会

編
集

広
報
編
集
委
員
会

　
秋
も
い
ち
だ
ん
と
深
ま
り
、
坂
井
平
野
も
紅
葉
に
映

え
る
季
節
と
な
り
、
自
然
の
美
し
さ
が
目
に
染
み
る
今

日
、
思
う
は
こ
の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
や
過
去
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、そ
し
て
台
風
な
ど
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、地

域
防
災
活
動
と
な
る
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
度
よ
り
、「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
題
字
を
小
学
生

に
お
願
い
す
る
な
ど
、
よ
り
親
し
み
の
持
て
る
紙
面
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

Ｔ
・
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・一般質問 2～7

・補正予算概要 7

・常任委員会報告 8～10

・定例会審議結果 11

・議会報告会日程お知らせ 11

・議会報告会報告 12～13

・広域連合・一部事務組合報告 13

14坂井 市議会だより
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